
外国貿易の経済効牽算定の方法

れす業としてに世
にかる化いて強お界社
よか必’うの調い経会
つる要国必社して済主
て情性民要会てばの義
難鑓醤性義窓1雇歯

国てなのり展理ル揚済
際’い調社の性シと協
分特ほ整会結的チ強力
業にど’主果にヨ化を
の大増社義生’フの強
利き大会的じ最は主固
益なし主国た大ソ要に
が意て義際との連要し
実義い世分こ効共素拡
現をる界業ろ果産の大
さもL市’　　　　　のを党＿す
れつ
るて
とい
こる
ろの
のは
社’
会そ

場生優も申っる
の産越つ央でこ
可の性て委あと
能専を世員るは
性門利界会・社
を化用体に一会
利とす制お今主
用協るとい日義

×

×

⑪

↓㍊のお
乙調方け

で掲誌　　の
あ載r・
るさ外Q

　　　ri資i
経ポ　・∫妻料≡
　　　も　

l　　：　　　　　：

済1一　　　ン　ー
　　　ヤ　ラ　ガ
　ン，1，

　　　フ

つ的　材検おるた討　てをの　材と8ら不野と貿主
が研ポと討いか自すポ蓄算経外料の臣な可に’易義
れ究1しすてな国る1積定済国を外co．い能おま拡諸
てはラてる適りのとラさす学貿あ国器のでけた大国
い大ン書ご用の外いンれる者易た貿Eはあるそのの．
驚煉鹸翻2お麟錫碁餐笛ゑ撰霧難需

研はおで望貿つ具大ちくう功作　科の効お全にたの
　　　　　　　　　　　　　　　学研牽いにす利問究じけと論易て体きは研場を成
　　　　　　　　　　　　　　　的究w．て行る益題にまるり文のい的な国究合収に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oのへ易わ1算1すこのとのぞて
数とのれラ定ラるろ経が分こ’
年内効てンすンとを済、必野で若
間容率いドるドいも効要で外干
科発のるの基人うっ率で兄国の
学展問゜出本民分てのあ弟貿社
者的題　版的共野お問る国易会
及にの　物方和にり題゜　　　　　　　　　　　にの主
びう積　を法国お’を　お効義
実け極　素をにけま検　い牽国

ずで蚤地下て的
けあg位げとに社
罫幅芒き嫉謂奎
画そwめと外す義

る諸腎れし易いの
際外爵ばてのう外
の国iなは分こ国

103



のつン規し効造可そ特れたの常よ究附学センにル研
外Q．ド定て率を能し別のち問にう所属アンドつ1究
国グでさいのあなてに種は題重にで研カタにいプ所
貿ル適れる措れ方ま作類次を要ポあ究デiおてが’
易i用る経数こ法た成のの研な1る所ミにけの従大
効プさ　　　゜済にれをこさ商よ究地ラ゜及i集る意事学

　　　　　　　　　　　　　外国貿易の経済効率算定の方法

はこ　よ国単貿すう箱り経易貿　　　　　　　　　　　　　　の特共に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ多践経れポっがに易るこ豹あ済の易周附に和三ポのく家
叢狸ξ齢齪ζ勢薯黎期癖謂湯賭別

率にれ
のわる
評け外
価る国
にご貿
関と易
すがの
る出経
も来済
のる効
で゜率
あ第の
り一評

’

の価
第グの
ニル方
の1法
グプは

的もと指のれ品うす位ン1
政と変示こたのなるをド
治ず更すと指輸ことし人
的いするに数出といめ民
課てるとよの入をうて共
題行こいったの自仕い和
をわとうてす結．分事る国
考れにご外け果たにのの
慮るおと国に得ちおで国

、しだいで貿よらのいあ民
たけてあ易っれ任てる経
総でのるのてる務’が済
合は最゜構算社とポ’に
的な終勿造定会し1こと
なく的論をす的だラのつ
分’決’合る労一゜ン外て
析ま定外理と働つド国外
にたは国化いのまの貿国

び附中外見し’
ポ風ざ国のて外
i生れ貿．交い国
ラ産て易換る貿
ンカいのが゜易
ド配る効活定及
人置゜率発期び
民委すのに経計
共員な問お済〆画
和会わ題こ出・機
国’ちのな版関
外国ポ主わ物の
国家1要れの勤
貿計ラなてぺ務
易画ン研い1員
螢犬窪秘1
そ会民主　はの、

．を外る公とは働のにつ　りえとかのお　貿本ル1ル
国国社式にれ支指入てポもそいな方けポ易投iラ1
内市会をもる出数る外1遅れうり法る1効資プンプ
で場的計と外をはま国ラくの観よで外ラ率のはドは
生に労算ず貨輸国え貿ンは研点くあ国ンの問経の長
産お働すい支出内に易ドじ究か研る貿ド分題常経期

・す！い塑るてtl3かに次のにまはら究゜易に・析は生済計
るてど場い局らおの経おっ外のさ輸のおは捨産文画
場支れ合るとえいこ済いた国投れ出効い経象費献の
合出だに’とあらてと的てとの資たの率て常さのに目
どさけはいれれ商を効適は貿効゜経の最生れ効お的
れれの’　　　　うこる品指率用い易率こ済算も産て率いの
だる国輸これ外を摘がさえののれ効定大費いをてた
け外際出との貨生す評れ゜経評と率のきとる算指め
の貨的・さ　　　　゜方取産る価て　常価並算方いな・°定摘に

的定手個貿よあにがる具　率法指方特がで計こてさ
労量段々易っる要あの体　のの摘法にえ基画といれ
働でをののていしるで的　　算創さは輸．ら本のをるる
を得取商効比はた　あ指
支ら得品率較輸とする数

る輸かま価と際らち1そ
必入’れさいに也こ’のれ
要商まてれう支るれ説で
が晶たいるこ払労ら明も

定造る輸出れ投観可よ指
のでべ入のた資点能う数
方あきの経のをかににで
法るはそ済はもらす’あ
測畿籍慕桑笙笛
究た貿り算期゜外’の゜
よと易も定に　国基グポ

104
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外国貿易の経済効率算定の方法
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外国貿易の経済効率算定の方法
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外国貿易の経済効率算定の方法
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外国貿易の経済効率算定の方法
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